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人と環境にやさしい交通をめざす全国大会in広島

NPO法人上田市民エネルギー
藤川 まゆみ

市民と行政のタッグの組み方

上田リバース会議から生まれた
脱炭素・交通まちづくり



NPO法人上田市民エネルギー
理事長 藤川まゆみ

広島県福山市生まれ
2005年から長野県上田在住
2012年から現職
ゼロカーボンとまちづくりが仕事に



長野県上田市
人口15万人

第11回
人と環境にやさしい交通を目指す

全国大会in上田では
たいへんお世話になりました。



上田市民エネルギーがなぜ交通まちづくり？

2011年 東日本大震災
→市民も電気をつくろう！

市民発電所相乗りくん
↓
2018年 猛暑

→気候変動ヤバい

教室断熱ワークショップ
↓
2021年 上田市総合計画策定時

→そもそも上田って持続可能？

上田リバース会議
「脱炭素もまちづくりも交通がカギ」



歴史があって
お城も祭りもあって
自然も人も豊かで
東京に近くて便利で
楽しむことが大好き
すぐに盛り上がる気質
市民活動もさかん

でも、データをみると、、、
「このままでは上田は持続不可能」

わたしたちは確信しました



＜上田リバース会議＞
市民が企画する

立場の垣根を超えた学びと対話の会
市民、行政職員、議員、企業、金融機関、大学生、高校生

人口増加時代のままの政策が続く上田を
Reverse逆転させて、Rebirth再生させよう！



2022年 冊子「上田リバース」発行

このままでは上田は
持続不可能

データで目線合わせ
議論はそれからだ



上田市職員も毎回参加



持続可能なまちづくりの土台となるテーマを選び、
2021～2025年に36回開催 4000人近くが参加



持続可能なまちづくりの土台となるテーマを選び、
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試行錯誤しながら
上田リバース会議を続けるうちに
行政と市民の共感が高まって

タッグを組む機会が増えてきました。
最初は「交通まちづくり」でした。



交通が先か、まちづくりが先か
鶏と卵の関係

まずは卵をたくさん産んでくれる
鶏を育てよう

第3回上田リバース会議
2021/11/19

「交通まちづくりでリバース！」
講師：宇都宮浄人さん

（関西大学）



帰り際、担当者の目が光った

「藤川さん、これですね！
これは市長含め職員全員で聞くべき話でした。
庁内講演会を企画します！！」



上田市2021年12月議会一般質問
「交通まちづくり」に前向きな部長・市長の答弁

「公共交通を生かしたまちづくりを進
めることが、スマートシティとゼロカーボン
シティを具現化する重要な施策である
という考えのもと、官民連携により取
組を強化してまいりたい」



信濃毎日新聞20220305

twitter facebook

「路線バスは以前から全て赤字。新型コロナウイルスの影響が続けば新たな廃止もやむを得ない」。千曲バス（佐久市）取締役の白鳥明さん（５４）の口調は厳しい。
同社は上田市の５路線を含め、青木村、佐久地方で路線バスを運行する。昨秋には、７２年続いた佐久上田線の廃止に踏み切った。
本年度の売り上げは新型コロナの影響が少なかった２０１９年度比で路線バスが３割減、高速バスが７割減、貸し切りバスが９割減を見込む。新型コロナ対策を取っ

ても「バスは感染しやすいとの先入観が払拭(ふっしょく)できない」と嘆く。高速、貸し切りが低迷し、路線バスの赤字を以前のように補填(ほてん)できない状況が続く。
■新型コロナで乗客減→減便 どう歯止め
公共交通を取り巻く状況は新型コロナで一変した。市は１６年度に地域公共交通網形成計画を策定、バスと上田電鉄別所線の中期目標を掲げたが、２０年度に乗客が

激減した。１６年度と比べると、路線を中心としたバス乗客数が３８％減の８０万９千人。別所線は台風１９号の影響もあり、５１％減の６３万７千人だった。
バス路線は１６年度の２１から１７に減少。１便当たりの乗客数は１１路線で１０人を切り、２路線は１人に満たなかった。鉄道でも、別所線が昨年から土曜休日を

減便、しなの鉄道は同様に１２日の新ダイヤから減らす方針だ。乗客減少が利便性の低下を招き、利便性低下が客足を遠のかせる―。市の公共交通は「負の連鎖」に陥
りつつある。
市が１３年度から続ける重点施策「運賃低減バス」は定着した分、当初のお得感が薄れてきている。路線バスと別所線で本年度、本格的に始めたキャッシュレス決済

の利用率は別所線が３～４％、バスは１０～２０％にとどまる。
「バスや鉄道の確保、維持だけでなく、むしろ増便する実証実験など思い切った手が必要かもしれない」（市交通政策課）。市の政策には手詰まり感が漂う。
市議会３月定例会で環境建設委員会は、公共交通の専門的知見を持つ「アドバイザーの登用」など６項目を市に提言。来年度策定する市の地域公共交通計画で解決に

向けた「明確な方針」を求めた。
◇

「別所線を生かす方法は」「マイカーから公共交通への乗り換えをどう進めたか」
２月上旬、市民ら約１２０人がオンライン講演会を視聴し、熱心に質問していた。講演者は前富山市長の森雅志さん。公共交通を軸に人口減少に対応するコンパクト
なまちづくりを通算５期かけて進めた。上田市にとっても参考になるモデルの一つだ。
都市機能や人口を集約するため、複数の指定エリアに移住するよう促す仕組みを構築した。移住者への最大５０万円の補助、中心部での路面電車の運行といった取り
組みだ。エリア間のバスを増やすなど、公共交通の利便性の面でエリア外と差も付けた。上田市で同様に進めるとすれば、コンパクトなまちづくりの「市立地適正化計
画」と連動した公共交通計画が必要になる。
森さんは「不公平な公金の使い方」に住民の理解を得る必要があったと指摘。その上で、自身のビジョンに基づいて「積極的な公共交通への投資」と「利用したくな
る仕掛けづくり」を一貫して進めたと説明した。
講演会は有志でつくる上田ビジョン研究会が主催。発起人の藤川まゆみさん（５８）は「上田には上田に合った方法があるはず。どんなまちを目指すのか、新たな計
画に注目したい」と期待する。
市民５千人を対象にした市の１９年のアンケート（回収率３８・３％）で、暮らす上で不安に感じるのは「車の運転ができなくなり、移動手段が確保できなくなるこ
と」が４６・９％で最多だった。市民の思いに応えるビジョンを示せるか、市の将来像は新市長にかかる。

市長選の争点に

https://image.shinmai.co.jp/web-image/20220305/CNTS2022030500160_S.jpg

〈上田あすへの視線 市長選、20日告示⑤〉
公共交通施策 手詰まり感

https://twitter.com/intent/tweet?text=%E3%80%88%E4%B8%8A%E7%94%B0%20%E3%81%82%E3%81%99%E3%81%B8%E3%81%AE%E8%A6%96%E7%B7%9A%E3%80%80%E5%B8%82%E9%95%B7%E9%81%B8%E3%80%8120%E6%97%A5%E5%91%8A%E7%A4%BA%E2%91%A4%E3%80%89%E5%85%AC%E5%85%B1%E4%BA%A4%E9%80%9A%E6%96%BD%E7%AD%96%E3%80%80%E6%89%8B%E8%A9%B0%E3%81%BE%E3%82%8A%E6%84%9F&url=https://www.shinmai.co.jp/news/article/CNTS2022030500159
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環境省脱炭素先行地域につながった！

～ローカル鉄道と市民が共に支え合う

ゼロカーボン×交通まちづくり～

別所線×沿線×太陽光×利用促進



上田リバース会議では
くり返し「交通まちづくり」を取り上げてきました



脱炭素先行地域エリアでMMアンケート
筑波大学谷口研究室との共同事業
（動機づけ情報を作るトレーニング）

別所線でモビリティマネジメントMMを実施
2024・2025 上田電鉄・上田市交通政策課・上田市環境政策課と協働

リバース会議の学びの実践



別所線に乗りたくなるタブロイド紙発行

（小山市の例を参考に）

別所線でモビリティマネジメントMMを実施
2024・2025 上田電鉄の協力を得て

リバース会議の学びの実践



増便ありがとう！手を振るイベント

そうこうしていたら

2025年3月別所線が平日増便
1日56便→78便（上田電鉄の英断!）

（前年比）



別所線エコチケ試験導入
2025.12 

2日間で1000枚完売！
アンケートとデータで
効果分析中

・普段あまり乗っていない人が購入
・購入後、外出頻度が増加した効果
・割引終了後も継続して利用が定着
する可能性

リバース会議の学びの実践



医療費削減

高齢者のQOL

脱マイカー依存で
 CO2

マイカーより
家計にやさしい

大気汚染

まちなか活性化

子どもの
社会性

地価 、税収

個人

地域・社会

脱炭素

送迎の負担

交通事故

渋滞緩和

居住誘導のカギ

よく歩き健康
増進

免許返納
公共交通は
一石八鳥
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交通事故

渋滞緩和

居住誘導のカギ

よく歩き健康
増進

免許返納
公共交通は
一石八鳥
多数の政策と

関連





上田市の部門別CO2排出量（2022）

産業部門22％
製造業／建設業・鉱業
農林水産業

運輸部門30％
自動車／鉄道／船舶

家庭部門
26％

業務その他部門
21％店舗/事務所

公共施設

一般廃棄物1％

①

②

④

③
⑤

出典：環境省自治体カルテ



1982年～2025年の海水面温度の推移



1982年～2025年の海水面温度の推移

気候変動はすべてを壊す
農業
林業
水産業
食

生物多様性
教育
子育て

高齢者福祉
アート
スポーツ
・
・



立場の垣根を超えて
一緒に変化を起こすには？

向かい合って
いきなり議論？

横に並んで
一緒に学び
対話する

データで
目線を
合わせる

対話

共感

安心安全

リバース会議では、

外部講師
レクチャー



立場が違っても議論できる関係性をつくる
リバース会議の2時間半



立場が違っても議論できる関係性をつくる
リバース会議の2時間半



気候変動
人口減少

タッグを組まないと
危機を乗り越えられない



市民と行政は
立場・強味が違うから
タッグを組める



市民にしかできない
ミッション

その1つは
応援と共感で

行政の背中を押すこと
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